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海岸工学論文集は，50 年以上にわたって土木学会の出版物として高い品質と水準を維持してきました．

一方で，論文編集・出版に関わる経費は年々増加し，委員会活動を圧迫しています．本年より，出版経

費の削減を図り，また，論文集の電子的な出版への移行も見据え，出版作業の一部を見直しました． 

2006 年には，論文集の高い品質と速報性を維持しつつ，審査（査読）に係る事務経費を節減し，また，

論文審査の一層の充実により掲載論文の品質をさらに高めるため，投稿論文データの電子的受付システ

ム，第一段審査・第二段審査作業の電子化をサポートするシステムを導入することになりました． 

投稿論文の論文集への登載は，これまでと同様に二段階の審査を経て決定されます．第一段審査（論

文要旨，投稿者の氏名を伏せて実施）を経て第二段審査（論文原稿）で掲載の採否が最終決定される，

第一段審査で採択となっても第二段審査で返却となる場合がある等，は従来通りです． 

ここでは，投稿論文データの電子的受付システム（論文受付システム），スケジュールなどの概略につ

いて説明します．詳細は，後日，海岸工学委員会のウェブ（http://www.jsce.or.jp/committee/cec），海岸

工学メーリングリスト（http://cecom.kz.tsukuba.ac.jp/cecom 参照）を通じてお知らせします． 

 

 

論文データの電子的受付システムの概略と論文投稿方法の主な変更点 

 

下線部がこれまでの投稿手順と異なる点です 

 

第一段審査用原稿データ 

PDF形式で電子的に提出 （参考： 裏頁， 第一段審査用原稿サンプルA4 用紙 2 枚） 

ウェブブラウザを通じ電子的に提出 （参考： 裏頁，論文受付システムのスナップショット） 

受付期間： 3 月中旬 ～ 3 月 20 日頃まで 

審査結果： 投稿者に対して，4 月下旬までに電子メールで通知

 

第二段審査用原稿データ 

PDF形式で電子的に提出 （A4 用紙 5 枚，原稿内に図面をレイアウト，刷上りイメージ） 

ウェブブラウザを通じた電子的提出 

受付期限： 5 月 20 日頃 

審査結果，修正依頼： 投稿者に対して，6 月下旬までに電子メールで通知 

 

 

以上，論文集のさらなる品質向上と出版経費削減に向け，皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上

げます．なお，本件について，ご意見，ご提案などがある方は，海岸工学委員会幹事長（佐藤愼司，

sato@civil.t.u-tokyo.ac.jp）まで連絡をお願い致します． 



 

第一段審査用原稿サンプル A4 用紙 2 枚．第一ページ 1500 字原稿，第二ページ図面．書式は変更

される可能性があります． 

 

 

論文受付システムのスナップショット 現在開発中の論文受付システムのスナップショット．投稿

者の情報，審査用論文 PDF データなどを，ウェブブラウザを通じて提出． 


